
●お問い合わせ
撮影に関するお問い合わせは政策企画課まで。企画振興部 政策企画課　☎0826-42-5627

日時：3月17日（金）
　　　 10：00～10：30
場所：保健センター

2歳 6か月児相談

甲田町
伊藤 光博くん（H26.6.10 生）

「たくさん遊んで大きくなってね！」

 いとう     みつひろ

八千代町
溝上 咲帆ちゃん（H26.7.30 生）

「お兄ちゃんと元気に育ってね。」

みぞうえ       さほ

八千代町
花登 結月ちゃん（H26.7.5 生）「元気で大きくなあれ！」

   はなと       ゆづき

吉田町
新堂 悠人くん（H26.7.3 生）

「元気に大きくなってね。」

しんどう      はると

吉田町
引地 勇人くん（H26.7.20 生）
「元気に育ってね！！」

ひきぢ        はやと

吉田町
中村 莉子ちゃん（H

26.7.3 生）

「元気におおきくな
あれ♪」

なかむら      りこ

吉田町
清水 捺生ちゃん（H26.7.6 生）

「たくさんあそんで大きくなっ
てね」

 しみず        なつき

吉田町
瀬野 杏夏ちゃん（H26.7.6 生）
     せの         こなつ

吉田町
向井 菜夏ちゃん

（H26.7.10 生）

「いつも笑顔で元
気いっぱいに育っ

てね。」
むかい         なな 美土里町

小笠原 秀くん（H26.7.17 生）
「兄姉ちゃんと仲良く♡元気で育ってね」

 おがさわら   しゅう

八千代町
雁林 花乃音ちゃん（

H26.7.18生）

「ニコニコ笑顔に癒
されています」

かりばやし       かの
ん

吉田町
田原 海音くん

（H26.7.28 生
）

「元気にたくま
しく大きくなって

ね」
たはら       あま

ね
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〈第2特集〉人事行政運営などの状況

リレーコラム
南澤 克彦

地域おこし協力隊

さん
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が
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感
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　「長年培ってきた高い技術・経験・知識を活かしたい」

「地域社会のために役に立ちたい」「健康のために汗を流して働きたい」

など、様々な想いを持った方々に働く場所を提供している

安芸高田市シルバー人材センター。現在、約 300 名が入会し

イキイキと活躍しています。仕事は短時間で楽しく働けるものから

しっかり働けるものまで多彩。空いている時間を利用して、

気軽に始められるのも魅力です。草刈りや屋内清掃などの請負事業に加え、

2015 年からは企業内で働く派遣事業もスタート。女性が活躍できる

職場もどんどん増加しています。生き甲斐づくりや社会貢献、

健康管理などメリットもいっぱい。会員になって一緒に働いてみませんか？

〈 今月の表紙 〉

D a t a

（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

右のQRコードからデジタル
ブックにアクセスできます

人　口

消防署の出動件数

交通事故

人口総数

世帯数

男

女

平成29年2月1日現在、外国人を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

※（　）内は前年同期の増減数

※（　）内は平成28年度の累計

（年間累計）

火災 救急 救助 その他

毎月1日と15日は「防災デー」

安芸高田市ホームページ

広報あきたかたが
もっと手軽に！

人身事故

前年比

前年比

前年比

前年比

P2 目次

P3 特集

P6 ホットな話題

P7 広報「あきたかた」について、ご意見をお寄せください

P8 トピックス「市からのお知らせとニュース」

P11 リレーコラム vol.3

P12 人事行政の運営などの状況

P13 市民のコーナー「人輝く」

P14 健康いいカラダ

P17 違う文化から日本を考える　Vol,35

P18 げんきな親子

P20 安芸高田 警察

 空き家関連情報コーナー

P21 安芸高田 消防

P22 歴史紀行　シリーズ「お城拝見！」第73回松尾城 

P23 市長コラム

P24 暮らしの情報

P28 集まれ！安芸高田のアイドル

死者 負傷者
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「シルバー人材センター
の女性会員」

出来上がった食事を前に
笑顔を見せる小早川さん(左)

と中村さん(右)

( 平成 29年 1月末現在 )

( 平成 29年 1月 )
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（9）
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（1245）
120件

（18）
1件

（34）
2件

0人 10人
（±0） （+5）

29,727 -371

13,572 -10

14,299 -172

15,428 -199

シルバー人材センター
会員募集
経験を生かし「誰かのためになる」
仕事でやりがいを実感



　こ
こ
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
仕
事
を
通
し
て
、
や
り
が
い
や

楽
し
み
を
見
つ
け
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く

女
性
グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宿
舎
の
清
掃
や
食
事
の
準
備
な
ど
を

行
っ
て
い
る
増
本
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、

小
早
川
さ
ん
、
大
崎
さ
ん
。
2
人
ず
つ

が
ペ
ア
に
な
り
、
日
曜
を
除
く
ほ
ぼ
毎

日
、
宿
舎
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　仕
事
の
ス
タ
ー
ト
は
買
い
出
し
か
ら
。

事
前
に
メ
ニ
ュ
ー
は
決
め
ず
、
買
い
物

を
し
な
が
ら
旬
な
も
の
、
お
買
い
得
な

も
の
を
二
人
で
相
談
し
な
が
ら
購
入
し

て
い
き
ま
す
。
時
に
は
家
で
収
穫
し
た

白
菜
や
大
根
な
ど
の
野
菜
を
持
ち
こ
む

こ
と
も
。「
家
で
作
る
よ
う
な
家
庭
料
理

で
す
が
、
旬
の
も
の
を
盛
り
込
ん
だ
り
、

盛
り
つ
け
を
キ
レ
イ
に
し
た
り
、
食
べ

る
人
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
リ
ー
ダ
ー

の
増
本
さ
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
主
菜
と

副
菜
と
時
に
は
お
酒
の
お
つ
ま
み
も
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
お
母

さ
ん
の
味
で
す
。

　宿
舎
に
暮
ら
す
人
と
会
う
こ
と
は
な

い
そ
う
で
す
が
、
両
者
を
繋
ぐ
の
が
1

冊
の
報
告
ノ
ー
ト
。
お
互
い
が
連
絡
事

項
な
ど
を
記
入
す
る
ノ
ー
ト
に
、「
お
い

し
か
っ
た
」「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
嬉

し
い
言
葉
を
残
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
誰
か
の
た
め
に
な
っ
て
、
私
た
ち
も
仲

間
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
話
せ
て
楽
し

い
！
」
と
小
早
川
さ
ん
と
中
村
さ
ん
。

大
崎
さ
ん
も
「
介
護
し
て
い
た
母
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
出
か
け
な
く
な
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
こ
の
仕
事
を
始
め
て
前
向

き
に
な
れ
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
ま
す
。
作
業
を
し
な
が
ら
た
わ
い
の

な
い
話
で
盛
り
上
が
る
の
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
。
仕
事
が
み
な
さ
ん
の
生
活
の

活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安芸高田市シルバー人材センター

近村　仁さん

会員は随時、募集しています。毎月15日（土日曜・

祝日の場合はその翌日）の 14 時から、センター

の本所で入会説明会を実施しています。シルバー

人材センターの仕組みや概要等をご納得いただい

た上で入会の手続きをさせていただきますので、

まずはお気軽にご相談ください。知識や経験を生

かしてあなたにぴったりの仕事を見つけてみませ

んか？ 

また、仕事も随時募集しています。草刈りや清掃

など、「ちょっと手を借りたい」という時もご相談

ください。派遣事業も行っていますので企業から

のご依頼もお待ちしています。

安芸高田市シルバー人材センター　本所
公益社団法人 ☎42-4411

安芸高田市吉田町多治比 611-1

「興味はあるけれど、どんな仕事があるの？」という方も多いはず。ここでは
種類豊富な仕事の中から女性が活躍する現場にスポットを当て、その一部をご紹介します。

ちかむら　　  ひとし

長
年
、
暮
ら
し
の
中
で
培
っ
た
経
験
を
い
か
ん
な
く
発
揮

「
誰
か
の
た
め
に
な
る
」
仕
事
で
や
り
が
い
を
実
感

左からリーダーの増本さん、中村さん、小早川さん。ほかにもセンター
からの仕事を請け負っている、バイタリティあふれるみなさんです

女性が活躍する
お仕事も
いっぱい！

野菜の定植、
収穫、
除草作業

製品の
検品・梱包

宛名・賞状書き

植木の手入れ 草刈り・草取り

商品の
製作・加工

加工場内での
野菜の下処理

屋内外清掃
整理作業

墓掃除
ゴム製品の
バリ取り作業

工場内での
寝具類の仕分け
整理作業
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高宮町の子ども神楽団・神楽同好会が一堂に
会して開催される、新春の恒例行事。今年は町内
の羽佐竹子ども神楽団、来女木子ども神楽同好会、
原田子ども神楽同好会のほか、吉田町の郡山子ど
も神楽団と美土里町の桑田子ども会もゲスト出演
しました。子どもたちはこの日のために一生懸命
練習を重ね、堂々とした舞を披露。小学生による
愛らしい舞や、中学生の迫力満点の舞が観客を魅
了しました。この日集まった約250人の観客は、
子どもたちに大きな拍手を贈っていました。

毎年、1月26日に定められている「文化財防火
デー」に合わせ、市が実施している「文化財防火
デー訓練」。6町持ち回りで開催されており、今年
は向原町の琴比良神社社殿で行われました。消防
団、消防署のほか、坂下地域自主防災会のメンバー
約50人も参加。訓練前に消防署員から、バケツリ
レーのやり方や消火器の使い方などの指導を受け、
訓練に臨みました。宮司の119番通報から訓練は
スタート。緊張感漂う中、初期消火から消防団の
放水、鎮火まで、一連の動きを確認しました。

中学生が議長や議員、書記など、議会運営の
役を持ち、議会をリアルに再現する「生徒議会」。
今年は向原中学校の2年生が参加し、8名の生徒
が一般質問を行いました。この日のために生徒た
ちが本気で考えてきた質問は、「東広島・高田道
路の整備について」や「教育と ICTのつながり
について」など、大人顔負けの内容。市長や教育
長も、それに応えるように真剣に答弁していまし
た。自分たちの町を変える政治の仕組みを身近に
感じる良い機会になっています。

懸命に舞う姿に感動！

火災から文化財を守る！向原中生徒が熱くまちづくりを提案！

第17回新春高宮子ども神楽発表大会

安芸高田市文化財防火デー訓練生徒議会

1月29日（日）／田園パラッツォ・文化ホール

1月22日（日）／琴比良神社付近一帯2月1日（水）／市役所3階議場

防災
訓練

模擬
議会

発表
会

このコーナーは
市内のいろいろな出来事を
紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を
お知らせください。

安芸高田市　政策企画課
〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地
☎42-5627　　42-4376

こちらまで！

現在、吉田町常友から国司で行われている江
の川を渡る橋梁の工事。県が行っている公共事業
の「見える化推進プロジェクト」の一環として小
学生と地元住民を対象とした見学会が実施されま
した。午前は、可愛小学校の4年生30名と5年
生34名が参加。小学校の教室で説明を受けた後、
工事現場の見学を行いました。現地では高所作業
車・クレーン車の乗車体験、ボルト締付け体験な
ども行われ、子どもたちは大興奮。午後の見学会
には、地域住民約30名が参加しました。

昭和50年から続く伝統行事、空手道協会の寒
稽古が今年も行われました。当日の天候はあいに
くの雨。ミューズで基礎練習を行い体を温めた後、
空手道愛好会修武館に所属する70名が気合を入
れて川に入りました。大人も子どもも威勢の良い
掛け声とともに見事な突きを披露。東京オリン
ピックが開催された昭和39年に空手を始めた理
事の河野正義さんは「空手が2020年のオリピッ
ク種目に追加されて本当に嬉しい。これからもみ
んなで盛り上げていきたい」と話しました。

「21世紀に生きる私の考え〜体験を通して学ん
だこと」をテーマに向原町内の小中高に通う児童
や生徒が思いの丈を訴える「青少年の声を聞く
会」が開催されました。この日、意見発表を行っ
たのは6名。家の間取りを自分で作って披露した
建築家志望の小学5年生や自作のロボットを持参
した小学6年生など、それぞれの夢や熱い想いを
堂々と訴えました。今年は初めて、過去意見発表
をしたことのある社会人も壇上に上がり、「今の
自分」をテーマに発表を行いました。

現場を間近で見る貴重な体験

みんなに届け！私の想い！ 気合いで寒さを吹き飛ばす！

東広島高田道路橋梁上部工
工事現場見学会

第31回青少年の声を聞く会 第53回寒稽古並びに鏡開き

1月12日（木）／吉田町常友〜国司 橋梁架設現場

1月21日（土）／向原生涯学習センター みらい 1月8日（日）／江の川河川敷・ミューズ

見学
会

発表
会

恒例
行事

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば
　　 教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば
　　 教えてください。
Q3　広報に関するご意見・ご感想を
　　 お聞かせください。

メールもしくは、裏面の用紙にご記入いただき、
本・支所へ設置してあります広報ご意見ポストへ
投函ください。

より良い紙面づくりにご協力お願いいたします。

【アンケート】

【受付】

jouhouka@city.akitakata.lg.jp
安芸高田市企画振興部政策企画課

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください
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ま
す
。（
一
部
の
駅
で
は
、
普
通
列
車
が

減
便
に
な
る
関
係
で
、
運
行
間
隔
が
長
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

平
日
の
朝
夕
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に

普
通
列
車
増
便

安
芸
高
田
市
域
を
運
行
す
る
普
通
列
車

に
つ
い
て
、
朝
の
広
島
方
面
行
き
、
夕
方
の

三
次
方
面
行
き
が
各
１
本
増
便
さ
れ
ま
す
。

◎
お
出
か
け
や
通
勤
通
学
に
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ｒ

芸
備
線
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

土
休
日
に
三
次
〜
広
島
間
快
速
列
車
増
便

に
伴
う
運
行
時
間
短
縮

日
中
の
広
島
方
面
行
き
が
2
本
、
夕
方

以
降
の
三
次
方
面
行
き
が
1
本
増
便
さ
れ

平
日
と
土
休
日
で
異
な
る
ダ
イ
ヤ

平
日
と
土
休
日
で
運
行
本
数
や
時
刻
が

異
な
り
ま
す
。

お
財
布
に
も
入
れ
や
す
い
ポ
ケ
ッ
ト
時

刻
表
を
向
原
駅
・
吉
田
口
駅
・
甲
立
駅
で

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
な
ダ
イ
ヤ

確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
改
正
後
の

新
し
い
も
の
は
、
3
月
1
日
か
ら
配
布
予

定
）

増
え
て
い
ま
す
。

持
ち
込
む
際
に
は
、
車
両
か
ら
ご
み
が

落
ち
な
い
よ
う
に
シ
ー
ト
を
か
ぶ
せ
た
り
、

ロ
ー
プ
で
し
ば
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
ご
み
の
収
集
日
程
が
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

各
町
ご
と
の
「
平
成
29
年
度
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
２
月
末
の
通
知
広
報
で

配
布
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
持
ち
込
む

場
合
は
従
来
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む

際
に
、
車
両
か
ら
ご
み
が
落
ち
る
事
案
が

3
月
4
日
か
ら
JR
芸
備
線
の

ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課

☎
42

－

５
６
１
４
　
　
42

－

２
１
３
０

環
境
生
活
課

☎
42

－

１
１
２
６
　
　
47

－

１
２
０
６

4
月
1
日
か
ら

ゴ
ミ
の
収
集
日
程
が
変
わ
り
ま
す

吉田

八千代

美土里

高宮

甲田

向原

火・金

火・金

月・木

月・木

★月・★木

火・金

第 2・4水曜日

★第 1・3木曜日

★第 1・3水曜日

※第 1・3水曜日

※第 1・3水曜日

★第 2・4水曜日

第 1・3木曜日

第 2・4木曜日

★第 2・4水曜日

★第 2・4水曜日

★第 2・4金曜日

※第 1・3水曜日

4/24・11/27

4/17・10/20

4/10・11/60

5/22・10/23

6/26・12/11

9/11・03/12

※第 1・3水曜日

※第 1・3水曜日

第 2・4金曜日

★第 2・4金曜日

第 2・4水曜日

★第 1・3木曜日

ペット・容器プラ・紙パック可燃ごみ 燃えないゴミ
平成29年度「ごみ種類別収集日程」

粗大ごみ古紙

★……平成２９年度から変更となる項目　※……１月は第３・５水曜日に収集します

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
市
税
や
使
用

料
等
の
納
付
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
以
下
「
コ
ン
ビ
ニ
」）
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
の
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

夜
間
・
休
日
で
も
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
金
融
機
関
等
で
の
納
付
に
つ
い
て

は
今
ま
で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
な
い
納
付
書
】

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字

さ
れ
て
い
な
い
納
付
書

・
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字

さ
れ
て
い
て
も
、
破
損
・
汚
損
等
に
よ

り
読
み
取
り
で
き
な
い
納
付
書

・
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
合
計
金
額
が
30

万
円
を
超
え
る
も
の

・
コ
ン
ビ
ニ
使
用
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書

・
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
納
付
書

【
注
意
事
項
】

こ
れ
ま
で
市
県
民
税
（
普
徴
）
と
固
定

資
産
税
の
納
付
書
は
冊
子
の
状
態
で
送
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
開

始
に
伴
い
冊
子
で
は
な
い
状
態
で
送
付
さ

れ
ま
す
。
納
付
さ
れ
る
際
に
は
納
期
限
を

よ
く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

【
取
り
扱
い
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
一
覧
（
順
不
同
）】

セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
ス

ト
ア
１
０
０
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ポ
プ
ラ
、
デ

イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、

ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ヤ
マ
ザ
キ
ス

ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、

サ
ン
ク
ス
、ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、生
活
彩
家
、ス
リ
ー
エ
フ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ト
ア
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
ス
リ
ー

エ
イ
ト
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、Ｍ
Ｍ
Ｋ

設
置
店
、
ハ
マ
ナ
ス
ク
ラ
ブ
、
タ
イ
エ
ー
、
ハ
セ
ガ

ワ
ス
ト
ア

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
開
始
に
伴
い
、
毎
月

第
４
木
曜
日
に
税
務
課
で
開
設
し
て
い
ま

し
た
夜
間
納
付
窓
口
を
平
成
29
年
3
月
で

終
了
し
ま
す
。

４
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
夜
間
・
休
日

な
ど
で
も
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
３
月
の
夜
間
納
付
窓
口
に
つ
い

て
は
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

3
月
23
日
（
木
）
17
時
15
分
〜
19
時

【
場
所
】

安
芸
高
田
市
役
所
　
本
庁
　
税
務
課

夜
間
納
付
窓
口
を
終
了
し
ま
す

市
税
・
使
用
料
等
の
納
付
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
担
当
課
ま
で

【コンビニで納付できる市税・使用料等】

※事業統合により4月1日以降は「水道事業水道使用料」として統一します。

納付できる市税・使用料等
市県民税（普徴）
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税（普徴）
保育所保育料
児童クラブ保護者負担金
介護保険料
後期高齢者医療保険料
住宅使用料
住宅使用料等
水道事業水道使用料
簡易水道使用料 
飲料水供給施設水道使用料
し尿収集手数料
公共下水道使用料
特定環境保全公共下水使用料
農業集落排水使用料
浄化槽使用料
コミュニティプラント使用料
受益者負担金(分担金)
幼稚園保育料

☎42-5614

☎47-1283

☎42-5618
☎42-5619

☎47-1202

☎47-1203

☎42-0049

お問い合わせ先

税 務 課

子育て支援課

高齢者福祉課
保健医療課

住宅政策課

上下水道課

教育総務課

切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

アンケート記入用紙
裏面アンケートの答えをご記入ください。

A1

A2

A3

お名前

性別　　男　・　女　　　　　　　　年齢　　　　　　歳

住所

〒

☎（　　　　　　　）　　　　　ー

ふりがな

お預かりした個人情報の取り扱いにつきましては厳重に管理し、取得目的以外には使用しません。

※取材のため、こちらからの連絡をご希望されない場合は
　右にチェックを入れてください。

ご連絡不可

政
策
企
画
課

☎
42

－

５
６
１
２
　
　
42

－

４
３
７
６
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■
圧
巻
の
舞
台
！

満
席
の
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手

第
6
回
を
迎
え
た
東
京
で
の
神
楽
公
演
。

安
芸
高
田
市
の
代
表
と
し
て
、
上
河
内
神
楽

団
が
渾
身
の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。「
神
降

し
」
の
厳
か
な
雰
囲
気
か
ら
一
転
、
激
し
く

舞
わ
れ
る
勇
壮
華
麗
な
舞
に
、
満
席
の
観
客

は
一
気
に
引
き
込
ま
れ
、
歓
声
と
拍
手
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。
最
後
の
演
目
が
終
わ
り
、

一
列
に
な
ら
ん

だ
時
の
達
成
感

に
満
ち
た
団
員

の
顔
。
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送

る
観
客
。
安
芸

高
田
神
楽
の
魅

力
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
と

感
じ
た
瞬
間
で

し
た
。

■
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
市
の
魅
力
を

伝
え
る
各
ブ
ー
ス

特
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
は
、
長
蛇
の
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。
神
楽
衣
裳
の

試
着
体
験
で
は
、
多
く
の
方
が
神
楽
の
衣

裳
に
触
れ
、
そ
の
重
さ
を
体
験
し
、
勇
壮

華
麗
な
舞
の
裏
に
あ
る
舞
人
の
苦
労
を
想

④
書
類
審
査
後
、
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た

指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し

て
い
る
人
へ

事
情
に
よ
り
、
基
準
日
（
平
成
28
年
１

月
１
日
）
時
点
で
安
芸
高
田
市
に
住
民
票

を
移
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
人
で
も
給

付
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
給
付
金
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
・
メ
ー

ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
振
り
込
め

詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
詐
取
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、

迷
わ
ず
市
役
所
や
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た

は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

・
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口

（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０－

０
３
７－

１
９
２

【
受
付
時
間
】

9
時
〜
18
時
（
土
日
祝
日
含
む
）

・
市
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
部

社
会
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金
担
当

☎
42－

５
６
２
６ 

お
太
助
フ
ォ
ン
：
42－

５
６
１
５

像
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
、
観
光
情
報
、

定
住
促
進
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

■
公
演
の
成
功
に
重
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

協
賛
企
業
の
協
力

運
営
に
は
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
回
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
、
京

セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
一

般
応
募
の
約
50
名
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
丁
寧
な
接
客
で
、
来
場
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
も
て
な
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
資
金
面
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

の
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
ご
尽
力
も

あ
り
、
協
賛
企
業
21
社
か
ら
多
額
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所
得

者
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉

給
付
金（
経
済
対
策
分
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
31
年

９
月
分
の
２
年
半
分
が
一
括
で
給
付
さ
れ

ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

・
平
成
28
年
1
月
1
日
に
安
芸
高
田
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人

・
平
成
28
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人
（
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受

給
さ
れ
て
い
る
人
等
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）

【
支
給
額
】

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
1
万
５
千
円

【
申
請
受
付
期
間
】

３
月
１
日
〜
６
月
１
日
ま
で
の
３
か
月
間

(

６
月
１
日
消
印
有
効)

【
申
請
手
順
】

①
申
請
書
を
対
象
世
帯
の
代
表
者
に
郵
送

（
2
月
28
日
発
送
）

②
申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事
項

を
記
入

③
必
要
書
類
を
添
付
し
返
送
用
封
筒
で
返

送
（
本
庁
・
各
支
所
に
直
接
持
参
さ
れ

て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
）

ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽

第
６
回
東
京
公
演
報
告

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

社
会
福
祉
課

☎
42

－
５
６
１
５
　
　
42

－

２
１
３
０

商
工
観
光
課

☎
47

－

４
０
２
４
　
　
42

－

１
０
０
３

Vol.4

休日 楽しみ 宝物

　東
京
生
ま
れ
の
南
澤
さ
ん
が
、広
島
県
で
暮
ら
す
よ
う

に
な
っ
た
の
は
大
学
時
代
。卒
業
後
は
東
京
で
就
職
し
た

も
の
の
、大
学
時
代
に
活
動
し
て
い
た
バ
ン
ド
が
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
生
活
の
拠
点
を

広
島
に
移
し
ま
し
た
。塾
の
講
師
や
バ
ー
デ
ン
ダ
ー
を
し

な
が
ら
音
楽
活
動
を
行
う
毎
日
を
送
っ
て
い
た
30
歳
の

時
、県
外
か
ら
戻
っ
て
き
た
広
島
出
身
の
友
人
が
発
し
た

一
言
が
南
澤
さ
ん
の
運
命
を
大
き
く
変
え
ま
す
。「
広
島

の
た
め
に
何
か
し
た
い
」。南
澤
さ
ん
た
ち
は
N
P
O
法

人
を
立
ち
上
げ
、イ
ベ
ン
ト
で
活
用
す
る
リ
ユ
ー
ス
食
器

の
普
及
な
ど
、環
境
に
ま
つ
わ
る
市
民
活
動
を
展
開
。そ

う
し
た
活
動
を
行
う
中
で「
こ
の
ま
ま
経
済
成
長
を
続
け

た
ら
、地
球
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
」と
思
う
よ
う

に
な
り
、経
済
的
な
成
功
よ
り
も
、自
然
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
し
た
循
環
型
の
暮
ら
し
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
ん
な
想
い
を
胸
に
た
ど
り
着
い
た
の
が
市
内

に
あ
っ
た
一
軒
の
古
家
。ま
だ
、家
主
が
住
ん
だ
状
態
で

売
り
に
出
て
い
た
た
め
、足
繁
く
こ
の
家
に
通
い
敷
地
内

の
田
ん
ぼ
で
農
業
を
学
び
な
が
ら
生
活
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
し
た
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た
の
も
、

こ
こ
で
暮
ら
す
た
め
の
選
択
で
す
。「
鳥
獣
害
対
策
を
行

う
シ
ビ
ア
な
現
場
で
す
が
、鹿
の
皮
を
使
っ
た
革
製
品
や

ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
、命
と
向
き
合
い
な
が
ら
真
剣
に
利
活

用
で
き
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
」と
南
澤
さ
ん
。大

自
然
の
中
か
ら
生
活
の
糧
に
な
る
も
の
を
取
り
入
れ
、自

然
を
頼
り
に
暮
ら
す
生
活
。南
澤
さ
ん
の
理
想
と
す
る
暮

ら
し
を
求
め
て
、チ
ャ
レ
ン
ジ
の
毎
日
で
す
。

環
境
に
ま
つ
わ
る
市
民
活
動
を
経
て

想
い
描
い
た
「
自
然
に
寄
り
そ
う
暮
ら
し
」

自
然
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て

    

ど
こ
ま
で
暮
ら
せ
る
か
挑
戦
中

南
澤 

克
彦
さ
ん

地
域
営
農
課

安
芸
高
田
市
で
、
夢
を
抱
い
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
挑
戦
者
た
ち
。

彼
ら
を
突
き
動
か
す
原
動
力
と
そ
の
熱
い
想
い
に
迫
り
ま
す
。

薪
割
り
は

見
た
目
以
上
に
大
変

南澤さんは4 歳と2 歳の 2 児
のパパ。大自然でのびのびと
たくましく育っています

鹿肉を使った料理の試作。鹿
肉の魅力を引き出す様々な料
理にチャンレンジ中です

休日は、お風呂やストーブで使
う薪割りや農作業をしてスロー
ライフを実践しています

み
な
み
ざ
わ

　

 

か
つ
ひ
こ
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第 25回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 2016ハンドボール大会（沖縄県）

平成 28年 12月23日（金）～ 27日（火）
広島県の選抜選手として出場し、全国の選抜チーム相手に好ゲームを行い、
３位の成績をおさめました。

住吉　連くん（甲田中学校3年）

谷本　翔希くん（甲田中学校3年）

大田　義也くん（甲田中学校2 年）

小先　勇輝くん（甲田中学校2 年）

笹村　拓斗くん（甲田中学校2 年）

首藤　岳飛くん（甲田中学校2 年）

原田　晋平くん（甲田中学校2 年）

前川　大樹くん（甲田中学校2 年）

第 14回
安芸高田市児童・生徒自画像展作品 入賞・入選

第 66回 “社会を明るくする運動” 作文･標語コンテスト

近末　太毅くん
（刈田小学校5年）

【大賞】

春吉　創一くん
（甲田中学校1年）

【大賞】

12月26日（月）、広島県民文化センターで行われた表
彰式において、「小学生の作文の部」と「中学生の作文
の部」で広島保護観察所長賞を受賞されました。

藤井　彩花さん（甲立小学校６年生）　題名：「あたたかい心」で

【広島保護観察所長賞】

信木　柊哉くん（甲田中学校１年生）　題名：みんなで生きる

【市長賞】

市㞍　陽菜さん（来原小学校3年）

【市議会議長賞】

重信　穂香さん（甲田中学校3年）

【教育長賞】

師岡　祐一くん（美土里中学校1年）

【八千代の丘美術館館長賞】

瀧口　ないきさん（八千代中学校3年）

【優秀賞】

岡原　里桜さん（美土里小学校3年）

福原　愛琉さん（甲立小学校3年）

飯田　翼くん（郷野小学校5年）

天野　晴くん（小田小学校5年）

石見　湧大くん（向原中学校1年）

渡邉　知優さん（甲田中学校2年）

川崎　充彦くん（甲田中学校3年）

ちかすえ　　　    たいき

ふじい　　　　  あやか

のぶき　　　　とうや

たきぐち

はるよし　　　そういち

たにもと　　　しょうき

すみよし　　　れん

おおた　　　よしなり

こさき　　　 ゆうき

ささむら　　　たくと

しゅとう　　　がくと

はらだ　　　しんぺい

まえかわ　　　ひろき

いちじり　　   はるな

しげのぶ　　  ほのか

もろおか　　ゆういち

おかはら　　　りお

ふくはら　　  あいる

いいだ　　つばさ

あまの　　  はる

いわみ　　　ゆうた

わたなべ　　  ちひろ

かわさき　　みつひこ

すがた　　 なるあき きくちはら　　　かいと

いわた　　　　あきと どい　　　  ちから

ますだ　　　のぞむ さえき　　　なおや

おかはら　　　  りりな たにもと　　  あやね

うえすぎ　　  さゆき すえひろ　  あずさ

いなだ　　   そうた いなだ　　　なおや

【入選】

管田　匠晃くん　　菊地原　海斗くん

岩田　明輝人くん　土井　主税くん

増田　望夢くん　　佐伯　直弥くん

岡原　莉々奈さん　谷本　彩寧さん

上杉　咲幸さん　　末　　梓さん

稲田　爽太くん　　稲田　直弥くん

いまおか　　  けいた のぶき　　　とうや

にしもと　　  あおい わたなべ　　　ゆうみ

はむら　　　こうじろう あさひ　　はやと

いしたに　　  ゆうや さなだ　　あおい

いのうえ　　  あきみ まるおか　　ゆう

今岡　慶太くん　　信木　柊哉くん

西本　葵生くん　　渡邉　優弥さん

波村　孝二郎くん　旭　勇人くん

石谷　優也くん　　眞田　葵さん

井上　聖水くん　　丸岡　友さん

県選抜選手全員

市民の声

市
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
作
品
や
、

ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
紙
面
内
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
〉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
よ
り

良
い
紙
面
作
り
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
か
ら
の
貴
重

な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

俳
句

　高
宮
町
在
住
・
女
性

70
代
・
女
性

70
代
・
男
性

ふ
と
思
う

我
が
ふ
る
里
の
状
影
も

変
わ
る
早
さ
に

時
の
流
れ
か

・「
ホ
ッ
ト
な
話
題
」で
、市
内
各
所
の
楽

し
い
話
題
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
仕
事
に
対

す
る
取
組
み
が
素
晴
ら
し
い
。

80
代
・
女
性

・
個
人
に
通
知
す
る
も
の
は
省
略
す
る

な
ど
、
有
効
な
紙
面
づ
く
り
に
向
け

た
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

80
代
・
男
性

・
集
ま
れ
！
安
芸
高
田
の
ア
イ
ド
ル
は
、

か
わ
い
ら
し
く
ほ
の
ぼ
の
し
て
、

ホ
ッ
ト
し
ま
す
。

市役所の窓口で行う手続きや行政情報、地域情報などを１冊にまとめた
ものです。ご活用ください。 総務課　☎42-5611

「暮らしの便利帳」
を配布しています

安芸高田市安芸高田市
暮らしの便利帳暮らしの便利帳

人事行政の運営などの状況 総務課職員係　☎42－5611
　地方公務員法及び安芸高田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、給与などの状
況を公表します。詳細については、市ホームページでご覧いただけます。

職種 高卒程度 身体障害者対象 割愛 その他選考 合計
一般事務職 8 0 2 0 10
消防吏員 7 0 0 0 7
計 15 0 2 0 17

（1）職員の採用状況（平成27年4月2日～平成28年4月1日）

※退職派遣後の採用、再任用職員、臨時的任用職員を除いています。

（2）職員の退職状況（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
職種 定年退職 勧奨退職 普通退職 分限免職 懲戒免職 失職 死亡退職 合計

一般事務職 12 7 3 0 0 0 0 22
消防吏員 1 1 2 0 0 0 0 4
計 13 8 5 0 0 0 0 26

※退職派遣者、再任用後の離職者及び臨時的任用職員を除いています。

（3）職員数の状況・職員数の推移
� 年度
部門別 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 過去5年間の増減数

（率）
一般行政 309 300 289 276 274 263 ▲46（▲14.9％）
教育 37 36 35 34 33 33 ▲� 4（▲10.8％）
消防 49 49 49 49 46 49 0（��　−��　）

普通会計計 395 385 373 359 353 345 ▲50（▲12.7％）
公営企業等会計計 36 36 37 36 32 31 ▲� 5（▲13.9％）

総合計 431 421 410 395 385 376 ▲55（▲12.8％）
（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。平成27年度から教育長は職員数に含みません。

（１）平成27年度の人件費（普通会計決算）
住民基本
台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

���（Ｂ／Ａ）

　　30,150人 19,213,551千円 539,167千円 3,892,548千円 20.3％

（２）平成27年度の職員給与費（普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費(単位：千円) 一人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

353人 1,460,733 203,527 571,514 2,235,774 6,334千円
（注）職員数は平成27年4月1日現在の人数であり、職員手当には退職手当を含みません。

（３）ラスパイレス指数
平成25年 平成26年 平成27年
100.9 100.6 100.8

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
　　 地方公務員の給与水準を示す指数です。

（４）職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
区　　　　分 安芸高田市 広島県 国

一般行政職
大学卒 166,100円 183,300円 176,700円
高校卒 144,600円 149,000円 144,600円

区　分 給料月額

給
　
料

市 長 860,000円
副 市 長 700,000円
教 育 長 640,000円

区　分 報酬月額

報
　
酬

議 長 410,000円
副 議 長 355,000円
議 員 325,000円

１ 職員の任免及び職員数に関する状況

２ 職員給与費の状況

３ 特別職の報酬等の状況
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安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

わけぎのマヨサラダ
（ 1人分 ）エネルギー：103kcal　塩分：0.8g

材料（2人分）

作り方
①わけぎは5cmくらいに切ってゆでた後、水にさらしてぬめりを取る。
②かまぼこは細切り、りんごは1cm角に切る。
③ボウルに入れた②にマヨネーズを加えて混ぜ、水気を切ったわけぎを加え、
わさび、しょうゆで調味する。　※わさびはお好みで調整する

安芸高田市食生活改善推進協議会
向 原 支 部

体験できる！相談できる！　「巡回型健康教室」のお知らせ

【日時】３月６日（月）　受付時間13:00～15:00（減塩食の体験会は11:30 ～）
【会場】八千代人権福祉センター
【内容】

【申込・問合せ先】 安芸高田市 保健医療課
　　　　　　　　 電話・お太助フォン　42-5633　（受付時間8:30～17:15、土日祝は除く）

この健康教室は、各町を巡回して行う健康教室です。
ご自身・ご家族の健康管理のために、ぜひご参加ください。

わけぎ
かまぼこ
りんご

1/2束
20g
30g

マヨネーズ
わさび
しょうゆ

小さじ2
適量
少々 旬を迎える春の食材には、春の山菜があります。

周年で作られることが多くなってきた野菜と違い、山菜
は限られた場所で限られた季節にしか採れません。山
菜特有の強い苦みやえぐみがあるものが多く食べる際
には下処理が必要です。しかし、山菜は栄養価が高い
ものもありますので、ぜひ旬の野菜をいただきましょう。
　（やまうど・ふきのとう・たらのめ・ぜんまいなど）

わけぎ

私
た
ち
が

紹
介
し
ま
す
♪

3
月
に
美
味
し
い
旬
の
野
菜

・骨密度測定
・もの忘れ測定
・体組成測定
・肺年齢測定
・汁物の塩分測定

・見直そう！塩分コーナー
・安芸高田市の健康状況
　パネル展示

※先着20名

参加費
無料

予防接種の受け忘れはありませんか？
定期予防接種は月齢・年齢に応じて、接種時期が決まっており、その期間であれば無料で接種する
ことができます。しかし、その時期を過ぎると全額自己負担となります。
母子健康手帳で予防接種の受け忘れがないか確認し、なるべく早めに受けましょう。

●乳幼児期から学童期にかけての定期予防接種一覧
予防接種名
Ｂ型肝炎
ヒブ
小児用肺炎球菌
ＢＣＧ

水痘
二種混合（DT）

麻しん・風しん

回数
3回
１～４回
１～４回
１回

４回

接種対象年齢
生後12か月未満
生後2か月～ 5歳未満
生後2か月～ 5歳未満
生後12か月未満

生後3か月～ 90か月未満

１期：３歳～生後90か月未満（３回）　２期：９歳～ 13歳未満（１回）

四種混合　
（百日咳・ジフテリア・
破傷風・不活化ポリオ）

２回
１回
１回
１回

生後12か月～ 36か月未満
満11歳～ 13歳未満
1期：生後12か月～ 24か月未満
2期：５歳～７歳未満（小学校入学前１年間：保育所や幼稚園の年長児）

日本脳炎 ４回
※特例対象者について
・平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方…20歳までに4回のうち不足分を接種できます。
・平成19年４月２日～平成21年10月１日生まれの方…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  9歳～ 13歳未満の間に1期(3回)の不足分を接種できます。

※子宮頸がん予防接種は、国からの勧告を受けて接種の積極的勧奨を控えています。
※接種券等を紛失された場合は、保健医療課にて再発行します。母子健康手帳をご持参ください。

3月は自殺対策強化月間です。
「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」健康あきたかた21推進中！

～大切な命を守るため周囲の人ができること～
保健医療課健康推進係　☎42-5633

3月1日～3月7日は子ども予防接種週間です

自殺にいたるには、様々な原因があります。長い人生において死んでしまいたくなるほどの問題に直
面することは、だれでもありうることです。
問題が深刻化する前に、早めに専門の相談窓口で相談したり、必要に応じて専門の医療機関で受診す
ることが大切です。周囲の人ができることとして、サインに気付き、あたたかく声かけをし、相談窓口
を紹介するなどの支援があります。

平成27年自殺の原因・動機別自殺者数（全国）　※複数回答あり
14,000

10,500

7,000

3,500

0
健康問題 経済・生活問題 勤務問題 男女問題

資料：警視庁「自殺統計」より
　　　厚生労働省自殺対策推進室作成

自殺の原因のトップが
「健康問題」（精神疾患や身体の病気の悩み）です。

●こころの悩み相談
広島いのちの電話　☎082-221-4343  
広島県西部保健所広島支所　☎082-513-5521    
安芸高田市保健医療課　☎0826-42-5633

●法律相談の案内(法テラス広島)
☎050-3383-5485

●消費生活相談
広島県生活センター　☎082-223-6111 

●犯罪被害に関する相談
広島県被害者支援センター　☎082-544-1110

●労働問題に関する相談      
広島県労働相談コーナーひろしま　☎0120-570-207    
三次総合労働相談コーナー　☎0824-62-2104

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

・お薬相談
・アルコール相談
・こころの相談
・たばこ相談
・減塩食の体験会

相談窓口

要
予
約
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ふれあいプラザ向原

吉田人権会館広島断酒ふたば会（中田克宣）
☎090-4802-1865

場所・日時

3月 10日(金)18：30～20：30
3月26日(日)13：30～15：30

お問い合わせ

自分や家族のお酒の問題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。断酒会 3月3日(金) 18：30～20：30

保健医療課（☎42‐5619）

国民健康保険（国保）の

届出をお忘れなく！

届出が必要なときの留意点
●加入の届出が遅くなると？
　国民健康保険の加入日は、届出をされた日からで
はなく、前の社会保険等の資格がなくなった日まで
さかのぼります。保険税もその月までさかのぼって
課税されますので注意してください。
●脱退の届出が遅くなると？
　届出がないと保険税が課税され続けます。勤務先
の社会保険等の保険料と二重に支払いをしてしま
うこともありますので、社会保険等の保険証を受け
取られたら速やかに届出をしてください。
　また、誤って安芸高田市国民健康保険証を使って
医療機関等を受診された場合、保険が負担している
医療費（７割から９割）を、後日安芸高田市に返還し
ていただくことになります。
●安芸高田市国保から他の保険への変更中に
　病院にかかるときは？
　安芸高田市からの転出や、社会保険等の保険証変
更により、次の保険証の交付に日数がかかるときに
やむを得ず医療機関等を受診されるときは、保険の
切り替え手続き中であることを必ずお伝えくださ
い。切り替え手続き中であっても安芸高田市国民健
康保険は使えないので注意してください。

３月・４月は卒業・就職・退職などの多い時期に
なります。それに伴い、健康保険の変更があるとき
は14日以内に届出が必要です。期限内に、必要なも
のをそろえて市役所保健医療課または、各支所ま
で届出をしてください。

①国民健康保険に加入するとき

・社会保険等をやめたことがわかる証明書
・個人番号がわかるもの
・印鑑

社会保険等を脱退したとき
（扶養をはずれたときも含めます）
〈
必
要
な
も
の
〉

〈
必
要
な
も
の
〉

〈
必
要
な
も
の
〉

・個人番号がわかるもの
・印鑑

安芸高田市に転入したとき
（転入前が国保のとき）

・国民健康保険被保険者証
・社会保険等の保険証（コピーでも可）
・個人番号がわかるもの
・印鑑

社会保険等に加入したとき
（扶養になったときも含めます）

②国民健康保険を脱退するとき

平成28年11月診療分一人当たり医療費（単位円）

安芸高田市
28,554全被保険者

県平均
26,614

順位
9

（※県内順位・・・県内23市町で医療費が高い順）

いろんな人々がいる良さ

12
月
に
東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
た
多

文
化
共
生
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
外
国
籍
市
民
の
お
か
げ

で
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
機
会
が

増
え
た
と
い
う
話
で
し
た
。
例
え
ば
、

外
国
籍
市
民
に
日
本
語
を
、
ま
た
は
日

本
の
料
理
を
教
え
る
機
会
を
得
た
人
、

学
校
か
ら
の
案
内
を
説
明
す
る
人
な
ど

で
す
。
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
痛
感
し
て
、「
助
け
て
い
る
つ
も

り
が
助
け
ら
れ
て
い
た
の
は
自
分
だ
っ

た
」
と
い
う
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。
自

分
に
誇
り
を
持
つ
た
め
の
重
要
な
ひ
と

つ
に
、
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
東
北
の
事
例
は
、
外
国
籍

市
民
が
そ
の
機
会
を
生
み
出
し
た
と
い

え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
い
ろ
ん
な
人
々
が
一
緒
に
す

む
世
界
は
、「
必
要
と
さ
れ
る
」
機
会

が
と
て
も
増
え
ま
す
。
高
齢
者
と
若
者

が
い
る
こ
と
で
、
若
者
は
高
齢
者
の
手

助
け
を
す
る
機
会
を
、
高
齢
者
は
自
分

の
知
恵
を
伝
え
る
機
会
を
得
ま
す
。
山

仕
事
の
プ
ロ
と
行
政
文
書
の
プ
ロ
。
英

語
が
得
意
な
人
と
観
光
現
場
の
人
。
女

性
と
男
性
。
様
々
な
組
み
合
わ
せ
が
あ

り
ま
す
。
誰
か
の
不
得
手
を
得
意
な
誰

か
が
助
け
る
。
日
本
人
だ
け
の
社
会
だ

と
国
語
の
先
生
以
外
、
日
本
語
を
教
え

る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
国
籍
市

民
の
存
在
は
日
本
語
を
教
え
る
機
会
を

日
本
の
あ
ち
こ
ち
に
生
み
出
し
ま
し

た
。そ

う
考
え
る
と
多
様
な
人
々
が
一
緒

に
住
む
と
い
う
こ
と
は
、
稼
ぐ
お
金
が

増
え
る
こ
と
に
直
結
し
な
く
て
も
、
地

域
の
人
を
元
気
に
す
る
重
要
な
環
境
だ

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
み
ん
な
が
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
環
境
で
す
。
外
国
籍
市
民
も
地
域

の
人
々
に
誇
り
を
持
た
せ
る
、
地
域
の

「
い
ろ
ん
な
人
々
」
の
一
人
。
多
文
化

共
生
を
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
て
み

る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Vol.35

文／
県立広島大学

上水流久彦准教授

イラスト／
ロナルド・スチュワート准教授

人権多文化
共生推進課

☎42-5630
　42-2130
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3月17日（金）
2歳6か月児相談

撮影に関するお問い合わせは
政策企画課まで。
企画振興部　政策企画課
☎42-5627

子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　プレイルームは、子育て中の親子が集い、交流し
合える場所です。
　３歳までの子ども向けのオモチャを置いています
ので、お子様と一緒にお気軽にご利用下さい。

プレイルーム
子育て支援センター　☎47-1283（子育て支援課）

●場所／クリスタルアージョ１階（吉田町吉田）
　　　　エレベーター正面奥側
●利用時間／月曜日～金曜日　8：30～ 17：15

　家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、保健師、
子育て支援員が子育てに関する悩みなどの相談に応
じています。

子育て相談
子育て支援センター　☎４７-１２８３(子育て支援課)

　子育て家庭の交流の場として、親子交流会と親子
体操を開催しています。お気軽に、ご参加ください。

子育て交流会
子育て支援センター　☎４７-１２８３(子育て支援課)

こども発達支援センター☎４７-４１５１
(保健センター2階 吉田町常友)

●受付時間／月曜日～金曜日　8：30～ 17：15 
　　　　　　　〈電話での相談も受け付けています〉

　こども発達支援員が、就学までの乳幼児の心身の
成長・発達に関する悩みなどの相談に応じています。
●受付時間／月曜日～金曜日　8：30～ 17：15
　　　　　　　〈相談の申し込みは電話で受け付けをしています〉

※小さな子どもと保護者のための場所です。
   小学生以上の利用はご遠慮ください。

健康診査
保健医療課　☎42-5633

生後４か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に、
ブックスタートパック（絵本１冊、赤ちゃんおす
すめ本リストなど）をプレゼントします。
詳しくは、保健医療課から郵送する『４か月児
相談』の案内をご覧ください。

教育委員会生涯学習課　☎４２-００５４

下記の保育園は、随時園庭解放を行っております。行事の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園 ☎52-2099　八千代南保育園 ☎52-3048　可愛保育園 ☎43-1776

子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽しい時間が過ごせます。そのかたわらで、
保護者の方は育児の悩みなど情報交換もできます。　 　《 持参するもの 》 お茶・タオル・着替え

※持ち物／水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
※託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを一緒に
連れてこられても大丈夫です。
※事前の予約は必要なく、参加費は無料です。

３月２日（木）
受付10：00～ 10：15
活動10：15 ～ 10：45

３月９日（木）
受付10：00～ 10：15
活動10：15 ～ 10：45

３月17日（金）
受付10：00～ 10：15
活動10：15 ～ 11：00

クリスタルアージョ１階
プレイルーム
（吉田町吉田）

クリスタルアージョ１階
プレイルーム
（吉田町吉田）

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）

親子交流会
〈 対象年齢１歳児 〉

親子交流会
〈 対象年齢０歳児 〉

親子体操
〈 対象年齢２～４歳児 〉

赤ちゃんと保護者に
絵本の楽しさをお届けします

健診 対象 月日 受付時間 会場

3歳児
健康診査

H25年
9月生まれ

3月2日（木）

1歳6か月児
健康診査

H27年
8月生まれ

3月9日（木）

乳児健康診査
H28年
5月生まれ

3月16日（木）

13:00 ～
　　13:15

保健センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全
般における個別相談です。
※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療
課（電話・お太助フォン 42-5633）までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談
保健医療課　☎42-5633

月日 受付時間 対象 会場

3月17日（金） 保健センター
10:00 ～ 10:30 ２歳６か月児

（平成26年9月生まれ）

13:00 ～ 13:30 ４か月児
（平成28年11月生まれ）

※内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における
個別相談です。
※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療
課（電話・お太助フォン 42-5633）までご連絡ください。

育児相談
保健医療課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00 ～ 11:30 保健センター3月3日(金) 乳幼児

※お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士が相談
に応じます。

高宮こども神楽
発表大会にて

母乳相談会
保健医療課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00 ～ 11:30 保健センター3月3日(金) 妊婦・産婦

※母乳測定、乳房トラブル、卒乳など、お気軽にご相談ください。
※希望される方は、事前に保健医療課（電話・お太助フォン
42-5633）までご連絡ください。

助産師が個別にご相談に応じます

すくすく離乳食教室（乳幼児健康教室）
保健医療課　☎42-5633

日時 場所 申込期間 対象 持参物

3月15日(水）
10:00 ～ 12:00

クリスタルアージョ
１０１

3月3日(金）～
　　　　3月9日（木）

生後9か月児～
1歳6か月児とその家族

保護者エプロン

お口の発達にあった離乳食をすすめよう！
離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 　1食分を実際に試食してみましょう！！

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。　※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
●電話・お太助フォン 42-5633　●FAX　47-1282　●受付時間 8：30～ 17：15　土日祝は除く　
●Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
※メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、
　月齢、アレルギーの有無、きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

3月1日（水）
9：30～ 11：00

3月2日（木）
10：30～ 11：45

吉田保育所

みどりの森保育所

向原こばと園

みつや保育所

吉田保育所

小原保育所

ひの川幼稚園

入江保育園

　園庭開放　

　園庭開放　

　園庭開放　

体験入園

　園庭開放　

　園庭開放　

　

園庭開放

日　時 保育所（園）名 内　容 日　時 保育所（園）名 内　容

ふなさ保育園

ひの川幼稚園

吉田保育所

くるはら保育園

かわね保育園

甲立保育所

小田東保育所

吉田幼稚園

と　き ところ 内容

園庭開放

　

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

　園庭開放（お別れ会）

園庭開放
（なかよし広場）

園庭開放
（なかよし広場）

3月7日（火）
10：00～ 11：30

3月7日（火）
9：30～ 11：00

3月7日（火）
9：30～ 11：00

3月8日（水）
9：45～ 11：00

3月9日（木）
9：45～ 11：00

3月10日（金）
10：00～ 11：30

3月14日（火）
10：00～ 11：30

3月16日（木）
9：30～ 11：00

3月16日（木）
10：00～ 11：30

3月16日（木）
10：00～ 11：30

3月21日（火）
10：00～ 11：30

3月21日（火）
10：00～ 11：30

3月24日（木）
10：30～ 11：45

3月29日（水）
9：45～ 11：00
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http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署

TEL 42-0931　FAX 47-1191

近年、救急車の出動件数・搬送人員数はともに増えており、救急隊の現場までの到着時間も遅くなっています。
また、救急車で搬送された人の約半数が入院を必要としない軽症という現状もあります。

　毎年、３月１日から７日までの一週間は春の
全国火災予防運動の期間です。これから春に向
けて空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季に
なります。あらためて火気の取扱いに、より一
層の注意を払うことが必要です。

　また、火災とまぎらわしい
煙等を発するおそれのある行
為を行う際には届出書に付近
見取図を添付し、実施する日
の前日までに消防署への届出
が必要となります。届出用紙
は消防本部ホームページ及び
消防署にあります。
【お問い合わせ先】安芸高田消防署警防係

注意報や警報に十分注意して、空
気が特に乾燥している日や、風の
強い時にはあぜ草焼きや焚き火な
どを行わないようにしましょう。

火災を起こさないために

　携帯充電器、スマートフォン、タブレット、電子たばこ、
ノートパソコンなどに使用されているリチウムイオン電池
から出火する火災が増えています。身につけている際に発
火した場合、火傷を負うだけでなく、最悪の場合死亡事故
にもなりかねず大変危険です。

・専用充電器を使用せず充電し過充電となる。
・ズボンの後ろポケットに入れたまま座るなどして、強い衝撃を
与えた。
・スマートフォンのイヤホンジャックの清掃や、電池の交換修理
をする際に鋭利な物を差し込んだ。
・廃棄する際に分解　・リコール品の使用　・経年劣化　など

【火災の発生する原因】

・購入時に付属されている充電器やメーカー指定のものを使用する。
・膨張、異音、異臭など異常が生じたものは使用しない。
・充電が最後までできない、使用時間が短くなった、充電中に熱く
なるなどの異常があった際には、メーカーや販売店に相談する。
・廃棄の際には、事業団体が回収するリサイクルへ出す。

【火災を防ぐためには】

電池から火花の飛び散っているときには近寄らず、火花が収
まってから消火器や大量の水で消火してください。

【万が一発火した際には】

救急車を上手に使いましょう　～救急車 必要なのはどんなとき？～

春の火災予防運動が始まります リチウムイオン電池からの火災にご注意を！

▶ 蚊に刺されてかゆい　▶ 海水浴に行って、日焼けした足がヒリヒリする
▶ 病院でもらった薬がなくなった　▶ 紙で指先を切った。血は止まっているが…
▶ 病院で長く待つのが面倒なので、救急車を呼んだ
▶ ヘルパーを呼んだが来てくれなかったので代わりに救急車を呼んだ
▶ 今日入院予定日だから病院に行きたい

こうしたケースで救急車が呼ばれました
救急車や救急医療は
限りある資源です。

いざというときの皆さん自身の安心のために、
救急医療の受診について考えておきましょう。

どこの病院に行けばいいかわからないときは… 救急医療NET HIROSHIMA

休日・夜間の診療所案内や子供の
救急、今受診できる医療機関などを
さがすことができます。

活用のススメ

空き家に関する補助金制度等のご案内

なくそう交通事故

減らそう犯罪

市では、空き家を有効活用し、定住促進による
人口増加を図るため、子育て・婚活世帯または転
入者の世帯を対象に「安芸高田市空き家購入補助
金」、「安芸高田市空き家改修事業補助金」の制度
を設けています。また、空き家の適正な管理を推
進し、安全・安心の確保及び住環境の改善の向上
を目的に、「安芸高田市空き家解体事業補助金」
等の制度も設けています。
なお、「空き家情報バンク制度」もありますので、
空き家の活用方法でお困りの方、補助金等につい
て相談してみたい方は、住宅政策課までご連絡く
ださい。
●空き家解体事業補助金

●空き家購入補助金

●空き家改修事業補助金

HP登録件数
新規登録件数
成立件数

46件
25件
18 件

179 件

75 件

★H28 年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

183 人

43 件
25 件
21 件

空き家利用希望者数

区分 12月末 1月末 H27年度まで

補助基本額 補助金額（上限額）

30万円解体に要する経費の3分の１

補助基本額

購入金額の
３分の１

要件
婚活世帯

転入者の子育て世帯
市内の子育て世帯
転入者の世帯

補助金額
25万円
25万円
15万円
15万円

補助基本額

改修工事費の
２分の１

（１００万円を
上限とする）

要件
転入者の世帯

婚活世帯又は
転入者の子育て世帯
子供1人あたり10万円

補助金額
50万円

30万円

20万円

・人対車 2件　　・追突事故 2件　
・正面衝突１件　・出会頭衝突２件　
・右折事故 1件

管内交通事故の特徴

地域で行う防犯活動
互いに協力し合い、防犯意識を高めて安全で住みよい地域社会を作りましょう

安芸高田警察署　　☎47-0110
市役所危機管理課　☎42-5625

家庭や地域での情報交換、
予防策についての話し合いによって、
防犯意識を高めましょう

日頃からあいさつを
交わすことで
地域の結束が強くなります

ゴミ出しのルールを守るなど、
ちょっとしたことから
町の連帯感が生まれます

犬の散歩やジョギング、
買い物などを兼ねての
「ながらパトロール」を心がけましょう

基本はあいさつ

隣近所との協力 ながらパトロール

家庭で、地域で、
防犯に関心を！

めざせ！日本一安全・安心な広島県の実現
『アンダー80作戦』～2020年に向けて～

平成 32年までに交通死亡事故者数を
年間 75人とすることを目指し

高齢者の交通事故防止

飲酒運転の根絶

自転車の安全利用

身近な犯罪情報などをタイムリーに配信しています（右のＱＲコードから登録できます）　安芸高田警察署メルマガ

反射材着装と自発光 LED携行、早めのライト、上向きライトの活用

飲酒運転をしない・させない・許さない

自転車も交通ルールを守って安全に走行しましょう
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vol.101

安
芸
高
田
市
の
存
続
を
か
け
、
人
口
減
の
対
策

は
喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
平

成
27
年
の
安
芸
高
田
市
の
人
口
２
９
，
６
７
６
人

が
、
10
年
後
の
平
成
36
年
に
は
２
６
，
３
２
６
人

と
推
計
さ
れ
、
３
，
３
５
０
人
の
減
少
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
安
芸
高
田
市
で
は
、
長
期

総
合
計
画
（
平
成
27
年
〜
平
成
36
年
）
に
於
い
て
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
定
値
よ

り
１
，
２
０
０
人
上
乗
せ
し
、
目
標
人
口
を
２
７
，

５
０
０
人
と
定
め
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
に
は
、
学
校
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
空
家
等
の
有
効
活
用
、

働
く
場
（
就
労
）
の
確
保
等
の
事
業
の
展
開
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
働
く
場
（
就
労
）
の

確
保
は
定
住
の
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
人
口
構
造
の
急
激
な
変
化
の
中

で
、
個
々
の
働
く
意
欲
に
応
え
、
そ
の
能
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
活
躍
で
き
る
環
境
の
実
現
や
女

性
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
、
出

産
・
子
育
・
介
護
と
仕
事
が
両
立
出
来
る
状
況
を

創
出
し
、
労
働
力
人
口
の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
の
推
進
に
よ

り
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
・
自
己
啓
発
の
時
間
増

加
や
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
な

ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
可

能
で
あ
り
、
U
I
タ
ー
ン
の
就
労
対
策
・
柔
軟

な
働
き
方
に
よ
り
有
能
な
人
材
確
保
・
環
境
負
荷

軽
減
・
営
業
効
率
の
向
上
や
コ
ス
ト
軽
減
が
期
待

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
3
年
前
に
光
高
速
通
信
網

を
全
市
に
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
へ
の

情
報
連
絡
（
お
太
助
フ
ォ
ン
）
へ
の
活
用
だ
け
に

設
置
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
光
高
速

通
信
網
は
都
市
と
過
疎
地
（
中
山
間
地
）
の
差
を

無
く
す
る
絶
好
の
道
具
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
光

高
速
通
信
網
は
こ
れ
ま
で
都
市
部
の
定
番
で
あ
っ

た
在
宅
で
の
物
販
を
中
山
間
地
で
可
能
に
し
ま
し

た
。
企
業
（
事
業
所
）
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
、
仕
事
の
み
の
誘
致
・
家
庭
で
出
来
る
仕
事

の
創
出
（
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
等
）
を
可
能
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
用
は
、
こ
れ
ま
で
不
可

能
で
あ
っ
た
都
市
部
に
対
抗
出
来
る
手
段
と
し

て
、
有
効
に
活
用
し
、
定
住
に
繋
げ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
の
効
果
的
普

及
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
産
官
学
の
連
携
を
強

め
、
市
民
向
け
の
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
光
高
速
通

信
網
を
活
用
し
た
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
等
は
、

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働
き
方
で

す
。
一
方
で
、
個
人
情
報
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
十
分
に
施
す
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

対
策
を
十
分
に
講
じ
て
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
れ

ば
、
安
芸
高
田
市
の
人
口
減
対
策
（
定
住
対
策
）

の
一
役
を
担
う
こ
と
に
、
間
違
い
な
い
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
で
は
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー

シ
ン
グ
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）」
を
平
成
29
年
度
事
業

の
中
で
、
新
規
の
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
家
庭

で
出
来
る
、
雇
用
の
機
会
の
増
加
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●題字：安芸高田市長　浜田一義

都
市
で
は
な
く
、
安
芸
高
田
市
（
自
宅
）
で
出
来
る
就
労
の
創
出

安芸高田市歴史民俗博物館

学芸員　秋本 哲治

城
跡Ⅰ

Ⅱ
い
ず
れ
も
粗
い
整
地
の
小
さ
な
郭

が
多
数
あ
り
、
大
き
な
郭
が
連
な
る
中
心

部
と
は
異
な
る
構
造
で
す
。
し
か
し
範
囲

は
広
大
で
土
橋
A
ま
で
城
域
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
一
部
に
土
塁
が
断

片
的
に
複
数
残
り
、
そ
の
多
く
が
斜
面
に

あ
る
「
竪
土
塁
」
状
で
、役
割
は
謎
で
す
。

こ
の
南
側
郭
群
は
今
の
県
道
側
、
吉
田

方
面
に
対
し
て
備
え
で
あ
り
、
高
橋
氏
が

元
就
に
攻
め
ら
れ
た
際
に
築
い
た
可
能
性

も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、

北
側
の
尾
根
の
調
査
を
進
め
ま
す
！

立
地
　
　

今
回
、
新
た
に
確
認
し
た
の
が
Ⅰ
と
Ⅱ

で
す
。Ⅰ
は
松
尾
城
中
心
部
南
側
の
堀
切
の

先
に
派
生
す
る
、
３
つ
の
尾
根
上
に
広
が

り
、Ⅱ
は
Ⅰ
の
東
の
尾
根
上
に
あ
り
ま
す
。

歴
史戦

国
初
期
に
安
芸
北
部
か
ら
石
見
に
勢

力
を
誇
っ
た
高
橋
氏
の
居
城
で
す
。
築
城

時
期
は
不
明
で
す
が
、
１
５
１
６
年
、
毛

利
興
元(

元
就
兄)

が
こ
こ
を
攻
め
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
１
５
２
９
〜
３
０
年
頃

に
、
元
就
と
備
後
の
和
智
氏
が
大
内
軍
と

と
も
に
こ
の
城
の
高
橋
弘
厚
を
攻
め
、
落

城
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

シリーズ｢お城拝見！｣第 73回松尾城（南郭群）《美土里町横田》

【
登
城
ガ
イ
ド
】

・
標
高
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
比
高
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
史
跡
指
定
・
・
・
・
・

・
築
城
者
・
・
・
・
・
・
・

・
所
要
時
間
・
・
・
・
・

４
５
７
m
（
中
心
部
）

１
５
０
m

県
史
跡

高
橋
氏

西
山
麓
か
ら
約
30
分

2010 年の第 2 回で紹介した松尾城。地元の方の情報で再
度調査を行い、従来の城域よりも遥かに広大であったことが
判明しました！取り急ぎ２回に分けて概要を速報します。

松尾城遠望（南東側より撮影）

松尾城南郭群略測図（作図　秋本哲治）

斜面に残る謎の土塁群（東側から撮影）

位置図（国土地理院標準地図より）

400400

400400

390390

380380

370370

360360

350350

00 50m50m

←ほととぎす遊園←ほととぎす遊園

県道 6号線県道 6号線

松尾城中心部松尾城中心部

堀切堀切

土橋土橋

土橋A土橋A

南郭群南郭群

松尾城中心部松尾城中心部

土塁土塁土塁土塁

土塁土塁

土塁群（写真）土塁群（写真）
南
郭
群

南
郭
群

登
城
口

登
城
口

中心部中心部

ⅡⅡ
ⅠⅠ

みなみくるわぐん
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講
師

場
所

内
容

対
象

対
象

趣
旨

日
時

場
所

日
時

朗
読
発
表

日
時

会
場

演
題

支
給
額

支
給
額

「
ひ
ろ
し
ま
さ
と
や
ま
未
来
博
２
０
１
７
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
開
催

ひ
ろ
し
ま
里
山
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
２-

５
１
３-

２
６
３
２

　
０
８
２-

２
２
４-

１
９
７
７

子
育
て
支
援
講
演
会
の
開
催

安
芸
高
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

下
土
居 

初
子

☎
43

-

１
５
３
３

障
害
児
福
祉
手
当
と
特
別
障
害
者
手
当

の
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

催
し

お
知
ら
せ

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）
〈 FAX 〉

総務部・企画振興部・・・・・42-4376
市民部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
福祉保健部・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
産業振興部・・・・・・・・・・・・・・・42-1003
建設部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47-1206
教育委員会・・・・・・・・・・・・・・・42-4396
議会事務局・・・・・・・・・・・・・・・47-0250
消防本部・消防署・・・・・47-1191

八千代支所・・・・・・・・・・・☎52-2111
美土里支所・・・・・・・・・・・☎54-0311
高宮支所・・・・・・・・・・・・・・・☎57-0311
甲田支所・・・・・・・・・・・・・・・☎45-4111
向原支所・・・・・・・・・・・・・・・☎46-3111

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
〜

　
三
次
市
民
ホ
ー
ル
「
き
り
り
」

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

広
島
県
知
事
の
ほ
か
広
島
県
内
19
市
町

の
市
町
長
に
よ
る
開
会
宣
言
。

○
さ
と
や
ま
ト
ー
ク

ゲ
ス
ト
　
東
ち
づ
る
さ
ん

○
さ
と
や
ま
ス
テ
ー
ジ

中
山
間
地
域
の
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ

ス
や
太
鼓
演
奏
。

○
さ
と
や
ま
パ
ン
祭
り

里
山
の
暮
ら
し
と
食
の
魅
力
を
創
造
す

る
パ
ン
工
房
の
出
店
。

重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
が
必
要
な
在
宅
の
方
に
、

そ
の
障
害
の
た
め
必
要
に
な
る
精
神
的
・

物
質
的
な
特
別
の
負
担
の
軽
減
の
一
助
と

し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

障
害
の
程
度
、
所
得
制
限
な
ど
の
支
給

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
相

子
育
て
支
援
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

小
さ
な
お
子
様
の
お
ら
れ
る
保
護
者
の

方
な
ど
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
お
子
様

連
れ
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※

託
児
所
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

3
月
5
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
吉
田
人
権
会
館

「
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
の
た
め

に
」
パ
ー
ト
２

　
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授

　
藤
永 

芳
純
さ
ん

【
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
作
文
優
秀
賞
】

甲
田
中
学
校
　
信
木
柊
哉
さ
ん

4
月
2
日
（
日
）
11
時
〜
15
時

　
郡
山
公
園

３
月
に
各
町
民
文
化
祭
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
舞
踊
・
合
唱
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
熱
演
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
バ
ザ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
是
非
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
中
山
間
地
域

の
活
性
化
に
向

け
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
人
材
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

始
動
に
伴
い
、

談
く
だ
さ
い
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
障
害
児
で
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

　
　
月
額
１
４
，
６
０
０
円

　
　（
平
成
29
年
1
月
現
在
）

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　
20
歳
以
上
の
在
宅
の
障
害
者
で
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方

　
　
月
額
２
６
，
８
３
０
円

　
　（
平
成
29
年
1
月
現
在
）

●
支
給
月

5
月
・
8
月
・
11
月
・
2
月

（
前
月
分
ま
で
の
３
か
月
分
を
支
給
）

転
入
・
転
居
等
で
住
所
を
変
更
さ
れ
る

際
や
、
婚
姻
・
離
婚
等
で
氏
名
を
変
更
さ

れ
る
際
に
は
、「
通
知
カ
ー
ド
」ま
た
は「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
券
面
に
新
住
所
や
新
氏
名
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
も
、

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

同
様
に
追
記
記
載
欄
に
変
更
内
容
を
記
載

し
ま
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
は
、
追
記
記
載
欄
に
新
住

所
等
の
記
載
を
行
い
ま
す
の
で
、
ラ
ミ

ネ
ー
ト
加
工
等
は
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※

転
入
・
転
居
等
の
異
動
届
を
本
人
ま
た

は
本
人
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員
の
方

が
代
理
で
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
は
、

異
動
さ
れ
る
方
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
窓

口
で
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
暗
証
番
号
を
ご
確
認
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※

カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業

所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の

方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職

し
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の

配
偶
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
年
金
額
が

減
る
場
合
や
年
金
そ
の
も
の
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
口 

晶
子

澤
田 

竜
次

正
山 

勝

川
島 

宏
史

山
田 

明
美

松
本 

專

石
橋 

貴
行

石
橋 

三
千
男

犬
飼 

武

遠
藤 

康
太
郎

古
川 

繁
夫

匿
名
希
望

な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
の
方
法
】

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

退
職
後
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業

所
に
再
就
職
さ
れ
な
け
れ
ば
、
60
歳
未
満

の
方
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
退
職
日
の
翌
日
か
ら

14
日
以
内
に
離
職
票
等
、
退
職
し
た
こ
と

が
分
か
る
も
の
と
年
金
手
帳
等
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
、
お
近
く
の
市
役
所

本
庁
・
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
被
保
険
者
の
扶
養
に
な
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
被
扶
養
者
に
該
当
し

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
配
偶
者
の
勤
務
し

て
い
る
事
業
所
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

に
事
業
主
（
健
康
保
険
組
合
の
場
合
は
組

合
）
経
由
で
、
非
課
税
証
明
な
ど
の
収
入

確
認
の
た
め
の
書
類
と
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付
の
う
え
、

届
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
年
金
手
帳
等
は
事
業
主
が
届
書

に
基
礎
年
金
番
号
や
氏
名
が
正
し
く
記
入

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
、
添
付

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
氏
名

変
更
を
伴
う
場
合
は
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

○
60
歳
以
上
の
場
合

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
65
歳
以
上

70
歳
未
満
の
方
で
、
老
齢
給
付
の
受
給
資

格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
任

意
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
お
近
く

の
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
公
営
住
宅
】
所
得
制
限
（
上
限
）
あ
り

■
尾
原
住
宅
（
向
原
町
坂
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸
　
　

【
高
宮
若
者
定
住
住
宅
】
入
居
条
件
あ
り

■
来
原
住
宅
（
高
宮
町
原
田
）

広
さ
：
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

※

制
限
項
目
や
立
地
条
件
な
ど
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込

書
等
を
住
宅
政
策
課
で
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
６
日（
月
）〜
21
日（
火
）17
時（
必
着
）

建
設
部
住
宅
政
策
課
　
☎
47

－

１
２
０
２

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

申
し
込
み
期
間

申
し
込
み
期
間

市
営
住
宅
の
入
居
を
募
集
し
ま
す

住
宅
政
策
課

☎
47

-

１
２
０
２

退
職
後
の
国
民
年
金
手
続
き

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

-

62

-

３
１
０
７

住
所
・
氏
名
を
変
更
さ
れ
る
際
に
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」「
通
知
カ
ー
ド
」

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」を
お
持
ち
く
だ
さ
い

総
合
窓
口
課

☎
42

-

５
６
１
６

３
月
は
市
内
５
町
で
文
化
祭
開
催

生
涯
学
習
課
　
☎
42

-

０
０
５
４

第
11
回
郡
山
桜
ま
つ
り
開
催

吉
田
地
区
地
域
振
興
会
事
務
局
　
隅
田 

克
良

☎
０
９
０

-

１
３
５
４

-

３
０
６
１

募
集

吉田

八千代

高宮

甲田

向原

42-2411

52-2323

57-1803

45-4311

46-3121

作品展示
舞台発表

3/4（土）・5（日）
3/5（日）

3/5（日）

3/12（日）

3/12（日）～19（日）
3/12（日）
3/17（金）～19（日）
3/26（日）

作品展示
舞台発表

作品展示
舞台発表

作品展示
舞台発表

舞台発表

第43回吉田町民文化祭
(於 :クリスタルアージョ)

八千代の文化祭
(於 :八千代文化施設フォルテ)

第34回高宮町民文化祭
(於 :高宮田園パラッツオ)

第16回甲田町民文化祭
(於 :甲田文化センターミューズ)

第4回向原町民文化祭
(於 :向原生涯学習センターみらい)

町 場所 日にち お問合せ
☎・お太助

※美土里町は平成 28年 11月 20日に開催しました。

2425 広報 あきたかた 平成29年3月号広報 あきたかた 平成29年3月号



9 日（木）

23日（木）

予約は 2月 23日（木）より
受付　吉田人権会館
☎42-2826

予約は 3月 9日（木）より
受付 美土里支所
☎52-7500

予約は相談日の 5日前まで
たかみや人権会館
☎57-1330
広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎52-3555

総務課
☎42-5611

吉田人権会館
☎42-2826

社会福祉課
☎42-5615

障害者基幹相談支援センター
☎47-1080
清風会つぼみ
☎47-2092
相談支援事業所もやい
☎45-2320

地域包括支援センター
☎47-1132

消費生活相談室
☎42-1143

☎局番なしの＃8000
（携帯電話からも利用可）

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～15：00

10：00～15：00
10：00～15：00

21日（火）

18日（土）
14日（火）

巡回無料弁護士相談会

行政相談

くらしの総合相談

総合相談 高宮会場

年金・労働
無料相談会

生活困窮者相談

障害者相談

高齢者相談

消費生活相談

お太助フォン相談

広島県小児救急医療
電話相談

八千代会場

高宮会場
向原会場
吉田会場

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

吉田人権会館

美土里支所

八千代
人権福祉センター
たかみや人権会館
向原支所

注）相談時間はお 1 人 30 分
までです
注）相談回数は同じ相談では
1回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に
利害関係がある場合は、相談
をお断りすることがあります

弁護士が無料で
様々な相談を
お受けします

国の機関へ苦情や意見・
暮らしの心配事の相談
などお受けします

様々な暮らしの心配事
相談をお受けします

年金・労働のお悩み、
障害年金請求の記入方
法などに社会保険労務
士がお答えします
生活保護など生活困窮
に対する相談をお受け
します

障害者やその家族の方
などのお悩みをお受け
します

高齢者に関する相談を
お受けします

悪質な商取引に関する
消費者相談をお受けし
ます

お太助フォンに関する
相談をお受けします

子どもの急な病気につ
いて休日や夜間にアド
バイスが受けられます

2日（木）
16日（木）

14 日（火）
28 日（火）

   22 日（水）

平日

平日

平日

平日

平日

平日

平日

水・金

吉田人権会館

たかみや人権会館

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話相談

ゆめタウン吉田店
2F

文化教室

10：00～15：00

10：00～15：00

13：00～15：45

8：30～17：15

8：30～17：30

8：30～17：00

9：00～18：00

8：30～17：30

9：30～12：00
13：00～16：30

広島県生活センター
☎082-223-8811県民相談

離婚・相続・近隣トラ
ブル、交通事故などの
相談をお受けします

平日 電話・窓口相談9：00～17：00

9：30～18：00

19：00～翌 8：00

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）☎45-7017
★お太助フォンからは
99-5510

3 月の相談

行政相談委員が
行政に関する
困りごとや意見など
お受けします

財
政
課

☎
42

-

5
6
2
3

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

3 月の休日・夜間の救急医療

※都合により変更になる場合があります。出かける前に医療機関へお問い合わせください。

3 月の納税

［ 夜間納付窓口 ］

お
詫
び
と
訂
正

広
報
あ
き
た
か
た
2
月
号
8
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正
致
し
ま
す
。

（
誤
）
宮
部
氏

（
正
）
宮
武
氏

※このおよろこびとおくやみは届出により掲載を希望された方のみです。市外で届けられた方や確認が取れていない方が名前の掲載を希望さ
れる場合は、政策企画課☎42-5627までご連絡ください。

ハローワーク安芸高田の
求人求職状況（12月分）

月間有効求職者数

月間有効求人数

月間有効求人倍率

376 人

623 人

1.66 倍

■高田地区休日夜間救急診療所
　吉田総合病院（吉田町）

　平日　　　17：00～翌 8：30
　日・祝日　   8：30～翌 8：30
　【内科・外科】☎42-0636

国民健康保険税8期
納期限：3月31日（金）

開 設 日：3月 23日（木）
　　　　　（17：15～19：00）
開設場所：税務課（本庁第 1庁舎 1階）

吉田町

吉田町

美土里町

甲田町

向原町高宮町

八千代町

八千代町

向原町

高宮町

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［多治比］

［多治比］

［多治比］

［上入江］

［相　合］

［　桂　］

［山　手］

［佐々井］

［本　郷］

長瀬　 正弘
田口　 茂
梶田　 壽昭
村田　 一雄
松川　 豊
富澤　 菊江
岩見　 秀基
栗邊 カズヱ
新本 真生男
野村 　忠之
岸本　 龍子

近末　 一郎

津田　 幸枝

（75歳）

（95歳）

（76歳）

（93歳）

（69歳）

（86歳）

（60歳）

（90歳）

（57歳）

（83歳）

（81歳）

（73歳）

（98歳）

［本　郷］

［本　郷］

［　北　］

［　北　］

［横　田］

［生　田］

［原　田］

［原　田］

［原　田］

［羽佐竹］

［羽佐竹］

［佐々部］

［船　木］

［川　根］

［房　後］

貞任　 誠三
丸山　 清人
政藤 キヨコ
和久野キミ子
　原　 洋
川手　 茂子

中﨑　 大藏
田村 美代子
新堂　 繁男
秋田 タミヱ
中本 　正士
末田　 萩江
田中　 政一
上田　 樽一
森川　 良功

（92歳）

（87歳）

（87歳）

（85歳）

（85歳）

（89歳）

（76歳）

（63歳）

（91歳）

（97歳）

（89歳）

（94歳）

（98歳）

（98歳）

（81歳）

［下小原］

［下小原］

［高田原］

［高田原］

［上小原］

［　坂　］

［　坂　］

［　坂　］

［　坂　］

［　坂　］

［戸　島］

田中　文枝
矢木 キクエ
山根　 米之
大山 美須江
立川 ミツル

山﨑　 正利
　　 サチコ
築家 　民枝
大山　 奏
石見　 坂人
竹内 美代子

（91歳）

（92歳）

（80歳）

（81歳）

（88歳）

（86歳）

（79歳）

（99歳）

（70歳）

（88歳）

（84歳）

敬称略

見坂　実季
鉄本　大翔
岸井　心湊
升田　陽愛
中島　唯愛

（みさか みき・女）

（てつもと やまと・男）

（きしい みなと・男）

（ますだ ひなた・女）

（なかしま ゆあ・女）

近村　心陽
山田　陽莉
村上　音羽

川﨑　樹生

（ちかむら こはる・女）

（やまだ ひまり・女）

（むらかみ のあ・女）

（かわさき いつき・男）

田丁　杏子
山縣　大誠

須貝　恭臣

（たちよう あんず・女）

（やまがた たいせい・男）

（すがい やすおみ・男）

敬称略

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

　
３
月
25
日
（
土
）
10
時
30
分
〜

　
三
次
市
民
ホ
ー
ル
「
き
り
り
」

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

広
島
県
知
事
の
ほ
か
広
島
県
内
19
市
町

の
市
町
長
に
よ
る
開
会
宣
言
。

○
さ
と
や
ま
ト
ー
ク

ゲ
ス
ト
　
東
ち
づ
る
さ
ん

○
さ
と
や
ま
ス
テ
ー
ジ

中
山
間
地
域
の
合
唱
団
に
よ
る
コ
ー
ラ

ス
や
太
鼓
演
奏
。

○
さ
と
や
ま
パ
ン
祭
り

里
山
の
暮
ら
し
と
食
の
魅
力
を
創
造
す

る
パ
ン
工
房
の
出
店
。

重
度
の
障
害
の
た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
介
護
が
必
要
な
在
宅
の
方
に
、

そ
の
障
害
の
た
め
必
要
に
な
る
精
神
的
・

物
質
的
な
特
別
の
負
担
の
軽
減
の
一
助
と

し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

障
害
の
程
度
、
所
得
制
限
な
ど
の
支
給

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
相

子
育
て
支
援
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

小
さ
な
お
子
様
の
お
ら
れ
る
保
護
者
の

方
な
ど
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
お
子
様

連
れ
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※

託
児
所
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

3
月
5
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
吉
田
人
権
会
館

「
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
の
た
め

に
」
パ
ー
ト
２

　
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授

　
藤
永 

芳
純
さ
ん

【
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
作
文
優
秀
賞
】

甲
田
中
学
校
　
信
木
柊
哉
さ
ん

4
月
2
日
（
日
）
11
時
〜
15
時

　
郡
山
公
園

３
月
に
各
町
民
文
化
祭
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
舞
踊
・
合
唱
・
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
熱
演
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
バ
ザ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
是
非
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
中
山
間
地
域

の
活
性
化
に
向

け
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
人
材
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

始
動
に
伴
い
、

談
く
だ
さ
い
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
障
害
児
で
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

　
　
月
額
１
４
，
６
０
０
円

　
　（
平
成
29
年
1
月
現
在
）

【
特
別
障
害
者
手
当
】

　
20
歳
以
上
の
在
宅
の
障
害
者
で
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
方

　
　
月
額
２
６
，
８
３
０
円

　
　（
平
成
29
年
1
月
現
在
）

●
支
給
月

5
月
・
8
月
・
11
月
・
2
月

（
前
月
分
ま
で
の
３
か
月
分
を
支
給
）

転
入
・
転
居
等
で
住
所
を
変
更
さ
れ
る

際
や
、
婚
姻
・
離
婚
等
で
氏
名
を
変
更
さ

れ
る
際
に
は
、「
通
知
カ
ー
ド
」ま
た
は「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
券
面
に
新
住
所
や
新
氏
名
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
も
、

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

同
様
に
追
記
記
載
欄
に
変
更
内
容
を
記
載

し
ま
す
の
で
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
は
、
追
記
記
載
欄
に
新
住

所
等
の
記
載
を
行
い
ま
す
の
で
、
ラ
ミ

ネ
ー
ト
加
工
等
は
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※

転
入
・
転
居
等
の
異
動
届
を
本
人
ま
た

は
本
人
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員
の
方

が
代
理
で
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
は
、

異
動
さ
れ
る
方
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
窓

口
で
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
暗
証
番
号
を
ご
確
認
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※

カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業

所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の

方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職

し
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の

配
偶
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、
年
金
額
が

減
る
場
合
や
年
金
そ
の
も
の
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
口 

晶
子

澤
田 

竜
次

正
山 

勝

川
島 

宏
史

山
田 

明
美

松
本 

專

石
橋 

貴
行

石
橋 

三
千
男

犬
飼 

武

遠
藤 

康
太
郎

古
川 

繁
夫

匿
名
希
望

な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
の
方
法
】

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

退
職
後
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業

所
に
再
就
職
さ
れ
な
け
れ
ば
、
60
歳
未
満

の
方
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
退
職
日
の
翌
日
か
ら

14
日
以
内
に
離
職
票
等
、
退
職
し
た
こ
と

が
分
か
る
も
の
と
年
金
手
帳
等
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
、
お
近
く
の
市
役
所

本
庁
・
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る
場
合

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
被
保
険
者
の
扶
養
に
な
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
被
扶
養
者
に
該
当
し

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
配
偶
者
の
勤
務
し

て
い
る
事
業
所
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

に
事
業
主
（
健
康
保
険
組
合
の
場
合
は
組

合
）
経
由
で
、
非
課
税
証
明
な
ど
の
収
入

確
認
の
た
め
の
書
類
と
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
添
付
の
う
え
、

届
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
年
金
手
帳
等
は
事
業
主
が
届
書

に
基
礎
年
金
番
号
や
氏
名
が
正
し
く
記
入

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
、
添
付

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
氏
名

変
更
を
伴
う
場
合
は
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

○
60
歳
以
上
の
場
合

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
65
歳
以
上

70
歳
未
満
の
方
で
、
老
齢
給
付
の
受
給
資

格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
任

意
で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
お
近
く

の
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
公
営
住
宅
】
所
得
制
限
（
上
限
）
あ
り

■
尾
原
住
宅
（
向
原
町
坂
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸
　
　

【
高
宮
若
者
定
住
住
宅
】
入
居
条
件
あ
り

■
来
原
住
宅
（
高
宮
町
原
田
）

広
さ
：
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

※

制
限
項
目
や
立
地
条
件
な
ど
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込

書
等
を
住
宅
政
策
課
で
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
６
日（
月
）〜
21
日（
火
）17
時（
必
着
）

建
設
部
住
宅
政
策
課
　
☎
47

－

１
２
０
２

お仕事のご相談・求人募集は
ハローワークをご利用ください
☎42-0605　　42-0224

《応募資格》
18歳以上 27歳未満
《受付期間・試験日》
年間を通じて
受付しております。
詳細はお問い合わせ
ください。

自衛官候補生

■一般（大卒程度試験）
《応募資格》
22歳以上 26歳未満

■一般（大学院卒者試験）
《応募資格》
20歳以上 28歳未満
（修士課程修了者等、見込含む）

■薬剤科
《応募資格》
専門卒（見込含む）
20歳以上 28歳未満

■歯科
《応募資格》
専門卒（見込含む）
20歳以上 30歳未満

自衛隊幹部候補生

《応募資格》
（一般公募）18歳以上34歳未満
（技能公募）18歳以上で国家免許資格を有する方
　　　　 上記資格を有し、53歳～55歳未満
《受付期間》
4月7日まで　
《試験日》　
4月14日、16日～18日のいずれか1日
※女子は16日、17日

《受付期間》
3月１日～5月 5日

《試験日》
5月 13日、14日のいずれか 1日
※歯科・薬剤科は 5月 13 日

予備自衛官補（一般公募、技能公募）

※待遇、給与等の詳しい内容につきましてはホームペー
ジをご覧になるか、自衛隊可部募集案内所にお問い合
わせください。

※本庁・各支所にパンフレットを置いていますのでご利
用ください。

自衛官募集　～平和を仕事にする～

自衛隊可部募集案内所
☎082-815-3980

検索広島地本

様
（
大
阪
府
）

様
（
東
京
都
）

様
（
大
阪
府
）

様
（
東
京
都
）

様
（
愛
知
県
）

様
（
大
阪
府
）

様
（
新
潟
県
）

様
（
広
島
県
）

様
（
神
奈
川
県
）

様
（
神
奈
川
県
）

様
（
東
京
都
）

（
22
名
）
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